
 

 

 

 

 

２０２２年３月 17 日（木）川崎市第３庁

舎大会議室において、「川崎市令和４年度 予

算概要説明会」 が開催されました。この説明

会は、川崎地域連合・連合神奈川が申し入れ

た「2022 年度に向けた政策・制度要求と提

言」に対する検証の場と位置づけています。 

 

連合神奈川から吉坂会長以下８名、川崎地

域連合と川崎労福協合わせて 16 名が出席し

ました。また、新型コロナウイルス感染症の

予防策として、会場内は人数制限が設けられ

たため、出席予定者にＬＩＶＥ配信を行い、

５名が視聴しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冒頭、福田市長は、「『成長と成熟の調和に

よる持続可能な最幸のまち かわさき』」の実

現をめざした多岐にわたる予算となってい

る。今後も情報共有をさせていただき必要な

政策をとっていきたい」と挨拶しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

福田市長との意見交換では、ＧＩＧＡス

クール構想、脱炭素アクションの取り組み、

高齢者サービスなどの質問に対して、市長

より回答を受けました。 

連合神奈川 吉坂会長は、「新型コロナ対

応が長く続いているが、関係機関と連携を

とって対応願いたい。引き続き政策・制度

要求と提言の対応もお願いしたい」と挨拶

しました。 

さらに、川崎地域連合 渡部議長からは、

総括として「持続可能な最幸のまちづくり

に向けて労働組合という立場からも協力

が出来ると思う。さらなる連携をおこない

ながら住みよい街にしていきたい」と挨拶

しました。 
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挨拶をする渡部議長 


